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　スマートフォンの通信料金は高い。この通信費を節約するために，仮想移動体通信事業者， MVNO
（Mobile Virtual Network Operaror）を利用することができる。MVNO とは，移動体通信事業者， MNO
（Mobile Network Operaror）から回線を借りて，自社ブランドで通信サービスを行う事業者である。代表的な

MVNO は，日本通信（b-mobile），IIJ，NTT コミュニケーションズなどである。これらの MVNO に回線を貸し

ている MNO は NTT ドコモである。日本で MVNO に回線を貸している MNO は NTT ドコモだけである。

　MVNO を利用すれば，月 950 円から 1,500 千円程度（本体価格を除く）でスマートフォンを利用することが

できる。以下では，MVNO を利用するための基礎知識を筆者の実践を交えて紹介する。

SIM と SIM フリー端末，白ロム

　スマートフォンは，図 1 のような SIM カード（Subscriber Identity
Module Card， シムカード）と呼ばれる，利用者を特定するための IC
カードを挿して使う。MNO が販売する通常のスマートフォンは SIM
ロック といって，SIM カードが挿し換えられないように保護されている。

しかし，SIM フリー，あるいは白ロムと呼ばれる端末では SIM ロックが

解除されており，様々な SIM を挿して使うことができる。MVNO は

SIM カードを販売し，その月額利用料を徴収する。

　ところで，SIM カードにはサイズがあり，小さい順にナノ SIM，マイクロ

SIM，標準 SIM と呼ばれる。これらは，どれも接点（図 1 の金色の部

分）の形と大きさは同じなので，最も小さいナノ SIM を買っておけば，ど

の SIM も図 2 のような数 10 円のプラスチック枠で変換できる。したがっ

て，SIM を買うときにはナノ SIM を買うことをお勧めする。

　現在筆者が使っている SIM カードは IIJ の IIJmio ナノ SIM で，販

売価格 3000 円程度，月額利用料 945 円で 500MB までは通信速度

制限なし 500MB を 超えると 200kbps に通信速度が 制限される

（500MB に達しなかった場合は翌月に繰り越せる）。回線は前述のと

おり NTT ドコモなので，何処でも繋がりやすい。SIM フリー端末は，

4.5 万円の Xperia A の白ロムである（アマゾン等で購入できる）。

セルスタンバイ問題

　SIM カードは通常データ通信専用である。これは，インターネット専用で，インターネットのサービスは全て利

用できるが，携帯電話としての音声通話はできないという意味である。このタイプの SIM はデータ SIM と呼ば

れる。

　一方 MVNO の中で b-mobile 社だけはデータ通信に加えて音声通話もできる音声通話 SIM も販売してる。

2013 年 11 月 23 日に発売される b-mobile 音声通話 SIM は，通信速度は 200kbp に制限されるがデータ通

信は使い放題で月額 1,560 円である。

　ところで，ほとんどの端末で，データ SIM はアンテナピクト問題，セルスタンバイ問題と呼ばれる不具合が発生

する。これは，それぞれ，電波アイコンが正常に表示されなかったり，データ通信の待ち受けに異常にバッテリー

を消費してしまうという問題である。これらの問題を解決するには，後述の端末の root 化を行わなければならな

い。なお，音声通話 SIM にはアンテナピクト問題もセルスタンバイ問題も存在しない。

テザリング

　テザリングとは，スマートフォンを無線 LAN のアクセスポイントとして利用できる便利な機能である。スマート
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フォンでテザリングを ON にすれば，MVNO のサービスエリア（電波が届く範囲）ならば何処でも，パソコンや

ゲーム機などで無線 LAN によってインターネットが利用できるということである。ところが，この魅力的な機能も

MVNO の SIM では，データ専用か音声通話 SIM かに関わらずうまく動作しない。この対策にも後述の root
化が必要である。

IP 電話

　電話番号が 050 で始まるインターネット電話，IP
電話が固定電話では安定して使われている。最近

ではこの IP 電話がスマートフォンでも使えるように

なってきた。スマートフォンに SIP クライアントと呼ば

れるアプリ（無料）をインストールして，Fusion コミュ

ニケーションズや NTT コミュニケーションズなどのプ

ロバイダと契約すれば，音声通話契約をしなくてもイ

ンターネットのデータ通信で電話ができる。表 1 はこ

れらのプロバイダで利用できるアプリ，月額基本料，

通話料を比較したものである。SIP とはスマートフォ

ンの IP 電話で使われる通信規約の名称である。

　このようなスマートフォンの IP 電話もサービス開始からすでに数年を経て，当初指摘されていた，「音質が悪

い」とか，「声が遅れる」，「エコーがかかる」，「待受でバッテリーを大量に消費する」といった欠点も改良され，実

用のレベルに達している。

　筆者は Fusion で CSipSimple という SIP クライアントで利用実験している。概ね良好であるが，最近「SIP ア

プリを数時間放置すると着信しなくなる」という重大な欠点に気がついた。しかし，この欠点も，後述の root 化に

よって修正できそうで，来年 3 月からは通話用の au 携帯電話を解約して，この IP 電話だけを使う予定である。

実際，今年，八ヶ岳山中では IP 電話は良好に通話できたが au 携帯電話は通話できなかったなどという経験も

した。

Root 化

　スマートフォンも Windows のような基本ソフト，OS（Operating System）で動いている。

スマートフォンの OS は Android か iOS である。これらは端末出荷時の設定を変更でき

ないように設計されているが，その設計のミスをついて，あらゆる設定変更が可能な状態

にする事を root 化という。root とは OS の用語で，「なんでもできるユーザ」の事である。

root 化という呼び方はこの root に由来している。

　筆者の Xperia A では，root 化は，情報科学 B（福田）で扱う Java の基礎知識があれ

ば，ネット上の情報を元に達成できる。そして，root 化を前提に先のに述べた問題，セル

スタンバイ，アンテナピクト，テザリング，IP 電話の着信などが解決され，さらに，普通は消せない邪魔なアプリも

削除できるようになる。詳しくは http://kilin.clas.kitasato-u.ac.jp/howto/so-04e.html （図 3）参照。

　なお，端末を root 化するとソフトウェアの不具合に関するメーカーのサポートは受けられなくなるので，ソフト

ウェアに不具合が生じた時の対策を慎重に下調べしてから行うこと。例えば，筆者の Xperia では，端末をパソ

コンにつないで初期状態戻せるツールを確保してから root 化作業を行っている。

Android デバイス マネージャー，Find iPhone
　MNO のスマートフォンを使っていれば，万が一端末を失くしたりしても，MNO に連絡すれば，遠隔操作で端

末のロックやデータ消去を行ってくれる。MVNO にはそのような手取り足取りのサービスは無いので，各自対策

を考えておく必要がある。

　Android の場合，端末のアプリメニューで[Google設定]にある[Android デバイスマネージャー]を ON にし

ておけば，ホームページ https://www.google.com/android/devicemanager から所有する端末の所在を調

べ，ロックしたりデータを消去したりできる。iPhone にも Find iPhone という似たような機能がある。
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表 1 IP 電話のプロバイダ

Fusion コム NTT コム

月額基本料 0 円 315 円

SIP クライアント 汎用 専用

携帯への通話料 8.4 円/30秒 16.8 円/1 分

固定への通話料 8.4 円/30秒 8.4 円/3 分


	SIMとSIMフリー端末，白ロム
	セルスタンバイ問題
	テザリング
	IP電話
	Root化
	Android デバイス マネージャー，Find iPhone

